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奨学金の支給要領及び受給資格・要件について  
2020 年度  Berkeley Summer Sessions 及び  

UC Davis Global Study Program-Summer Sessions 募集要項用  

2019.11 

東京大学本部国際交流課  

 

１．プログラム付属奨学金の支給要領  

以下①～⑥の要領で、対象者に奨学金を支給する。  

 

①  本プログラムでは、日本学生支援機構（ JASSO）の 2020 年度海外留学支援制度（協定派

遣）で JASSO の定める資格及び要件に沿って、参加学生にプログラム期間 31 日ごとに

8 万円の奨学金を支給する（返済不要）。 JASSO の定める資格及び要件の詳細については

２．を参照すること。  

②  外国籍かつ日本の永住権を持たない学生が、２．①以外の要件を全て満たす場合は、東

京大学から同額の奨学金（返済不要）を支給する。  

③  ただし、学部学生については、希望する全ての学生に「卒業生有志の短期留学支援プロ

グラム『東大生海外体験プロジェクト』」（以下卒業生有志プロジェクト。詳細は本紙末

尾【参考】を参照）の奨学金をプログラム期間 31 日ごとに 8 万円支給する。つまり、上

述した１ .①②と合わせて、 JASSO の定める成績要件（２．⑥参照）を満たす学部学生

の場合は、プログラム期間 31 日ごとに 16 万円が支給されることになる。  

④  他団体等から奨学金を受け、当該奨学金支給団体側において、奨学金の併給を認めない

場合及び本プログラム参加のために他団体等より①～③で支給する金額以上の奨学金を

受給している場合は、①～③の奨学金を支給できないので注意すること。また、③に該

当する学部学生は、本プログラム参加のために他団体等からの奨学金の受給はできない

ので注意すること。  

⑤  本プログラムの参加者は、本プログラム参加のための奨学金として「東京大学海外派遣

奨学事業 2020 年度超短期（ 3 ヶ月未満）海外留学等奨学金第 1 回募集（予定）」には応

募不可である。  

 

２． JASSO 奨学金受給の資格及び要件  

日本学生支援機構（ JASSO）の規定により、 JASSOの奨学金を受ける資格を有する者

は、在籍大学等の正規の課程に学位取得もしくは卒業を目的に在籍し、在籍大学等が実施

する奨学金支給割当を受けた派遣プログラムに参加を認める者で、次の①～⑩に掲げる要

件を全て満たす者とする。  

 

①日本国籍を有する者又は日本への永住が許可されている者。  

②学生交流に関する協定等に基づき、派遣先大学等が受入を許可する者。  

③経済的理由により、自費のみでの派遣プログラムへの参加が困難な者   

JASSOが実施する 2020年度第二種奨学金在学採用の家計基準を目安とし、その基準を超

えない者を優先とするが、状況に応じ、本学において｢経済的理由により自費のみでの派

遣プログラムへの参加が困難な者｣として認める者も対象とする。  

   参考URL： JASSO2020年度第二種奨学金在学採用（「家計基準」の項を参照。）  

（学部学生） https:/ /www. jasso.go. jp/shogakukin/moshikomi/zaigaku/koho_kettei/daigaku/ index.html  

   （大学院学生） https:/ /www.jasso.go. jp/shogakukin/moshikomi/zaigaku/koho_kettei/ in/ index.html  

④派遣プログラム参加にあたり、必要な査証を確実に取得し得る者  

⑤派遣プログラム終了後、本学に戻り学業を継続し、本学の学位を取得する者又は卒業する

者  

 ※退学・除籍の予定がある者は、要件を満たさない。  

 ※プログラム途中に正規の課程を卒業・修了する者は、要件を満たさない。  

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/moshikomi/zaigaku/koho_kettei/daigaku/index.html
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/moshikomi/zaigaku/koho_kettei/in/index.html
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⑥本学における学業成績が優秀で人物等に優れており、かつ、次に定める方法で求められ

る、本学における選考時の前年度の成績評価係数が 2.30以上である者。前年度の成績が

ない場合は、選考時の前学期分の成績から算出するものとする。   

 

------------  [ 成績評価係数の算出方法例（UTAS上で自動計算 *される）  ]------------------  

*UTASでの申請書提出時点で公開されている最新の成績にもとづく。申請時点の情報にもとづい

て選考を実施するため、申請完了後に成績が変更したことにより、奨学金の受給資格及び要件を満た

すようになったという申入れは受付けない。  

下記の表により「成績評価ポイント」に換算し、計算式に当てはめて算出（小数点第３位を四捨五入）  

成績評価  

4 段階評価 (パターン 1)  －  優  良  可  不可  

4 段階評価 (パターン 2)  －  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｆ  

4 段階評価 (パターン 3)  －  100～ 80 点  79～ 70 点  69～ 60 点  59 点以下  

5 段階評価 (パターン 4)  100～ 90 点  89～ 80 点  79～ 70 点  69～ 60 点  59 点以下  

5 段階評価 (パターン 5)  Ｓ  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｆ  

5 段階評価 (パターン 6)  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｆ  

成績評価ポイント   ３  ３  ２  １  ０  

 （計算式）   

(「評価ポイント３の単位数」×３)＋(「評価ポイント２の単位数」×２)＋(「評価ポイント１の単位数」×１)＋(「評価ポイント０の単位数」×０)  

総登録単位数   

 

注意）履修した授業について単位制を採らない場合は、科目数をすべて単位数に置き換えて算出すること。   

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  
 

⑦本制度以外の、派遣プログラム参加のための奨学金等（渡航に係る費用及び返済が必要

な貸与型奨学金や学資ローンは含まれない）を受ける場合、当該奨学金等（複数の団体

等から受ける場合は合計金額の月額換算額）が、本制度による奨学金月額を超えない

者。  

注意１：本制度以外の奨学金等を受ける場合、奨学金支給団体側が、本制度の奨学金

との併給を認めない場合があるので、注意すること。  

注意 2：JASSO が実施する「第一種・第二種奨学金」（貸与型）との併給は可能。  

注意３： JASSO が実施する国内の奨学金「給付奨学金」との併給は認められない。留

学期間中の給付を休止する場合は、所属部局の担当部署を通じて、休止手続

き（「異動願」の提出）を行うこと。  

注意４：「官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム

～」との併給は認められない。  

⑧外務省の「海外安全ホームページ」上の「レベル 2：不要不急の渡航は止めてください。」

以上に該当する地域以外に派遣される者。  

⑨ JASSOおよび本学が指定する報告書類に十分な内容を記載し、指定の期日までに提出で

きる者。また、派遣終了後のフォローアップ・進路状況調査等の依頼に協力できる者。  

⑩奨学金支給団体から依頼があった場合に、学内選考時に提出した情報（氏名・連絡先・所

属等）を本学から提供することを了承できる者。  

 

３．奨学金の申請要領  

  UTAS 上の電子申請時に「奨学金受給希望状況の確認」の指示に従い、項目選択する。

また、「奨学金受給希望状況確認書」を提出（添付資料としてアップロード）する。なお、

以下の点に注意すること。  

 ①成績評価係数の計算、その他本紙に記載の事項については、自らの責任でよく確認する

こと。確認ミスのため想定していた本奨学金が受給できず、他の奨学金の募集が終了し

ていた場合でも、特別な処置はできない。成績評価係数の計算のよくある間違いとし
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て、単位数ではなく履修した授業の数で計算してしまう場合があるため、必ず単位数で

計算すること。  

 ②「前年度の成績評価係数」については、 2018 年度の成績評価係数とする。大学院 1 年目

で、2018 年度の所属が他大学の場合は、当該他大学の成績で計算すること。 2019 年 4

月入学の学部 1 年生は、2018 年度の成績がないため、 2019 年度前タームまでの成績評

価係数とする。 2019 年 9 月入学の学部 1 年生は、申請書類の記載内容をもって、成績評

価係数 2.30 以上に相当すると認められるかの判断を行う。  

 

【参考】卒業生有志の短期留学支援プログラム（学部学生）「東大生海外体験プロジェク

ト」概要  

  本学では、在学中により多くの学生が、海外留学・国際交流を体験できるよう様々な

取組みを行っており、その一環として、交換留学の他、サマープログラム等超短期（ 3

ヶ月未満）の留学も促進している。  

本奨学金は、本学卒業生による寄附募集活動である「東大生海外体験プロジェクト」

による寄附金から充てられており、留学する環境に恵まれた一部の学部学生だけでな

く、より多くの一般的な学部学生が積極的に留学に目を向け、修学過程の早い段階でサ

マープログラム等で海外大学を体験し、よりグローバルな視点を養ってほしいという理

念に基づくものである。  

 「東大生海外体験プロジェクト」メンバー（敬称略）  

・発起人  

藤森  義明   株式会社ＬＩＸＩＬグループ  相談役（’ 75 工卒）…代表発起人  

三谷  宏幸   オフィス三谷代表（’ 77 工卒）  

吉田  正樹    株式会社ワタナベエンターテイメント  代表取締役会長（’ 83 法卒）  

森   浩生   森ビル株式会社取締役副社長執行役員（’ 86 経卒）  

浅尾  慶一郎  前衆議院議員（’ 87 法卒）  

中居  英治   元バークレイズ証券株式会社代表取締役社長兼 CEO（’87 法卒）  

山田  善久   楽天株式会社副社長執行役員（’ 87 法卒）  

古川  聡    宇宙飛行士（’ 89 医卒）  

 

・アドバイザリー・ボード  

行天  豊雄   公益財団法人国際通貨研究所名誉顧問（’ 55 経卒）  

加藤  良三   元駐米大使（’ 65 法卒）  

小島  順彦   三菱商事株式会社取締役相談役（’ 65 工卒）  

 

 

 


